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  道では、農作業の省力化、高精度化に向けた欠かせない技術として導入が進んでいる農

業用 GNSS ガイダンスシステム等について、令和４年度の出荷状況を国内９社から聞き取

り、調査結果を集計しました。 
 
【GNSSガイダンスシステム】 

  ４年度の出荷台数（全国）は前年度を 1,300台上回る5,440台で、調査を開始したH20年度以降 

の累計出荷台数は33,710台となりました。 

  うち、北海道向け出荷台数は前年度を１３０台上回る2,490台で、H20年度以降の累計出荷台数は 

23,200台となり、そのうち約７割が北海道向けとなっています。 
 

【自動操舵システム】 

  ４年度の出荷台数（全国）は前年度を 1,350台上回る4,980台で、H20年度以降の累計出荷台数 

は 22,970台となりました。 

  うち、北海道向けの出荷台数は前年度を２４０台上回る2,230台で、H20年度以降の累計出荷台数 

は 16,0６0台となり、そのうち約７割が北海道向けとなっています。 
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